


企業や福祉施設等で
の実習（就業体験）で
得た経験や評価をもと
に、自分の強みや弱み
を自己理解し、目標を
もって日常の学習活動
に取り組みます。

--杜■
進学

国語，社会，数学，理科，
外国語，情報 など

音楽，保健体育，美術，職業，家庭

作業学習
（農業，園芸，紙工，木工縫製，窯業，食品加工，環境美化

日常生活の指導
（基本的生活習慣，あいさつ，言葉遣い，礼儀作法，時間を守る

など）

実 習（就業体験）
（繰り返し取り組むことで、自立に向けた力を身につける）

学校で学んだことを
もとに目標をもち、実
習（就業体験）に取り
組むことを通して、職
業人として必要な実践
力を身につけます。

● � 鵞
＇＇ 窃閂心遍

＊企業の知見を生かした援業改善

企業と連携し、 作業学習等の授業に対する意
見交換を行い、 授業改善に役立てています。

就職

進路懇談会
（ケ一ス会議）

関係機関等
本人 ・ 保護者 ・ 学校
進路先（企業，福祉施設 等）
障害者働き ・ 暮らし応援センター

公共職業安定所
相談支援事業所
市町障害福祉担当課 等
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＊しがしこと検定

就労意欲の向上や就労に必要な態度や技能を
高めるため、 しがしこと検定（技能検定制度）
を活用した学習に取り組んでいます。

ごと桟定J
誓

教育訓練機関等
【公共職業能力開発施設】
県立高等技術専門校
障害者職業能力開発校等
【専修学校】 等

県立特別支援学校高等部卒業生の進路状況
（平成29年3月卒業生）

福祉施設等

就労移行支援
就労継続支援A型， B型※
自立訓練
生活介護 等
※就労継続支援B型を利用する場合

は、 就労アセスメントを受ける
必要があります。
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「しがしこと検定」検定種目別受検者数の推移（単位：人）
教育訓練機関等

1人
0.4% 

福祉施設等利用
187人
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事務補助
■ 接客
■ 清掃

メンテナンス
■ 商品加工
■ 運搬陳列

H29第1回H29第2回
検定 検定

県立特別支援学校高等部卒業生の就職率の推移
（毎年度3月末現在単位：％）

過去3年間の福祉施設等利用の内訳
（毎年度3月末現在単位：人）
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十県立高等養護学校

十全国平均

-県立特別支援学校

-県立特別支援学校
（高等養護除く）
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